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皆様もご存じとは思いますが，
いよいよ専門医制度が大きく変わ
ります。これまで専門医はいろい
ろな学会ごとに認定していたわけ
ですが，平成28年度からは認定
する組織が日本専門医機構に統一
されることになっています。現在
は，まだ準備段階として制度設計
の最中のようです。具体的な制度
がどう変わるかは診療科により異
なると思いますが，たとえば耳鼻
咽喉科の場合には，従来であれば
学会出席だけで単位を取得し，専
門医の更新が可能であったもの

が，これからは診療実績としてか
なりの数（５年間で200症例以
上）の経験症例の提出が必要とな
ります。他にも，専門医共通講習
として医療安全講習会，感染対策
講習会，医療倫理講習会などの受
講が義務化されることになる，な
どなど。

また，これから新しく専門医を
目指す研修医（専攻医というそう
です）のために，各々の認定研修
施設で，○○コースや□△コース
などのいくつかのコースからなる
施設独自のプログラムを作成して

弘前大学医学部
　附属病院長　藤　　哲

病院長からの一言
 ～“da Vinch Special Award for 
　　　 　Distinguished Hospital”～

先憂後楽

各診療科等の紹介
【腫瘍内科】

腫瘍学を専門にしている医師を
oncologistと呼びます。特に，
薬物療法を専門とするoncologist
を medical�oncologist（腫瘍内
科医）と呼びます。私たち診療科
は，腫瘍内科医として，がん医療
を担当します。飛躍的進歩を遂げ
た腫瘍学は，がんを分子生物学的
視点から異なる臓器腫瘍の共通性
を解明し，臓器横断的な診療を必
要としました。そして，日々開発
される新規薬剤は専門的知識と専
門的技能の習熟を要し，専門的医
療職の総合的な協力を必要としま
した。これはチーム医療と呼ばれ
るものです。また診療対象となる
多くのがん患者は治癒が望めない
状況で，真摯に限られた生と向か
い合って日々を過ごされていま
す。私たちは，患者さんの診断か
ら看取りまでの臨床経過を連続的
に関わることを求められていま
す。私たちは，臓器横断，職種縦

断，そして患者さんの時
間軸といった立体的な広
いフィールドで，常に科
学的進歩に携わり，そし
て常に人間的なかかわりをもった
診療を行っております。実際は，
大変な労力が必要です。けれで
も，それに見合うものを患者さん
自身から頂くことが多く，とても
やりがいのある仕事です。具体的
には，臨床試験による新規薬剤の
開発に力を入れています。様々な
苦痛を抱える患者さんと日々深く
かかわり，心身両面から支援をし
ております。毎週２日キャンサー
ボード開催を放射線科，緩和ケア
医，関係部署と連携して担当して
います。最近，地域のがん医療へ
の貢献として何ができるかについ
て，関係する看護師，薬剤師，病
院事務職員らが一緒になって話し
合う場が多くなりました。みんな
で協力した努力が始まっておりま

す。教室のモットーは，一に楽し
く，二に謙虚に，そして三にどん
欲に，です。楽しい職場で，それ
ぞれが人間的に成長し，そしてど
ん欲に学問を学んでいこうと言う
ことです。まだ，医師３名，講座
受付事務１名，CRC１名の小さ
な構成ですが，将来に向けて大き
な希望を抱いております。これ
は，私たちだけでできる仕事では
ありません。開設当初から支援を
して下さっている消化器内科，血
液内科，膠原病内科の先生方，外
来病棟のメディカルスタッフの皆
さん，さらには医学部関係者並び
に附属病院各診療科，看護部，薬
剤部をはじめ，各部署の方々に，
この場を借りて厚く御礼申し上げ
ます。� （腫瘍内科　佐藤　温）

耳鼻咽喉科科長　松原　篤

専門医制度改革のこと

ホームページ上に公開することに
なります。つまり，専攻医から選
んでもらうためには魅力あるプロ
グラムを作って PRする作業が必
要になるわけです。現在，耳鼻咽
喉科では弘前大学病院を基幹とし
て，青森県立中央病院などを関連
施設とするプログラムの作成に取
り掛かっており，頭をひねってい
る最中です。

さて，このような具体的な話を
５月下旬の日本耳鼻咽喉科学会総
会の会議の折に聞いてきました
が，その総会で，本学出身の信州

大学耳鼻咽喉科教授の宇佐美先生
が「宿題報告」の発表をなさってい
ました。ちょっと古めかしく感じ
るかもしれませんが，耳鼻咽喉科
では年間に２大学だけ特別な研究
テーマを定めて，主任教授が講座
の研究成果を代表して特別な講演
を行います。選ばれるのは全国80
大学のうちの２大学だけですから，
とても名誉なことです。講演のタ
イトルは「難聴の遺伝子診断とそ
の社会的貢献」で，素晴らしい御
講演でした。ここに敬意をもって
講演の成功を報告いたします。

2012年９月発行の『南塘だよ
り第67号』で，2011年７月よ
り東北・北海道で初めてとなる遠
隔操作型内視鏡下手術支援システ
ム“da Vinci Surgical System

（以下ダ・ヴィンチ手術）”を導入し
たことを紹介しました。その後，
保険収載された泌尿器科における
前立腺摘出術症例の増加や，産科
婦人科・消化器外科領域への応用
もあり，本院では症例を積み重ね
てきました。

本年１月には，このダ・ヴィンチ
手術が300症例に到達しました。
この度，本院が本邦では，４番目
となる“da Vinch Special Award 
for Distinguished Hospital”を
授与され，記念の盾をいただきま
した。今後は，教育病院施設とし
て認定され，研修医の受け入れが
可能となる予定です。

さて現在，腹腔鏡手術の不適切
施行による特定機能病院取り消し
の施設が出て，内視鏡手術自体が

平成27年度体制スタート！
　藤病院長の下，副病院長に消化器血液内科学講座 福田眞作教授，脳神経外科学講座 大熊洋揮教授，病院
長補佐に総合医学教育学講座 加藤博之教授，皮膚科学講座 澤村大輔教授，泌尿器科学講座 大山力教授，看
護部 小林朱実看護部長が引き続き務めます。
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平成27年４月１日付で，救急
科長，高度救命救急センター長に
就任いたしました。就任にあたり
自己紹介を兼ねてご挨拶を申し上
げたいと思います。
私は東京都出身で早稲田高等学

校を卒業後，昭和58年に東京医
科大学へ入学しました。大学卒業
後は，救急医になることを志し大
阪大学特殊救急部に入局しました。
その当時の阪大特殊救急部は，外
傷や熱傷症例が大阪全域から搬入
されてきたため，数多くの外傷症
例を経験するとともに最先端の救
急診療を学ぶことができました。
その後，沖縄県立那覇病院で一般
外科の研修を行い，松戸市立病院
の救急部に移りましたが，その在
勤中に起きた阪神淡路大震災で
は，派遣医師として神戸市東灘区
の被災地内で医療活動を行いまし
た。また，同年３月に起きた東京
地下鉄サリン事件では，数多くの
中毒症例が病院に搬送され，その
診療に従事しました。大阪大学で
は，阪神淡路大震災に関する調査
を行うとともに侵襲と内分泌に関

する研究を行い，
前任の大阪市立
大学では救命救
急センターの立
ち上げに携わり，
さまざまな教育プログラムや教育
コースの開発を行いました。
弘前大学高度救命救急センター
の使命として，三次救急医療施設
としての診療体制の充実，常に災
害医療ならびに被ばく医療に対応
できる体制の整備があげられま
す。現在，地方の救急医療は救急
医不足，救急診療ができる病院不
足などで厳しい状況となっていま
す。そのため，今後は地域救急医
療の充実を図るためにも，内因・
外因を問わない幅広い重症傷病者
の受け入れが必要です。青森県に
ある医学部として，多くの人材育
成の責務を果たすとともに救急医
療の最後の砦として，県民の方々
が安心して暮らせる救急医療体制
の構築と救急医療の充実を図りた
いと思います。今後も皆様方のご
指導，ご鞭撻のほど宜しくお願い
致します。

新任科長・センター長の自己紹介
救急科科長・高度救命救急センター長　山村　　仁

このたび，平成27年４月１日
付けで医療技術部長を拝命いたし
ました塚本利昭と申します。任期
は２年間となります。自己紹介を
かねてご挨拶させていただきます。
私は八戸市出身で，高校卒業後

は高知市にある理学療法士の養成
校に入学いたしました。臨床実習
は，高知医科大学（現：高知大学）
をはじめ佐賀県と福岡県で行いま
した。1985年に養成校を卒業し，
奈良市にある東大寺整肢園（現：
東大寺福祉療育病院）に就職いた
しました。「奈良の大仏様」で有
名な東大寺の境内にある東大寺整
肢園では脳性麻痺の子供さんや整
形外科疾患に関わりました。その
後は，天理市の高井病院でリハビ
リテーション科の立ち上げと外傷・
脳血管障害・スポーツ障害の急性
期に関わり，1991年に国立療
養所岩木病院（現：国立病院機構
青森病院）に参りました。岩木病
院では筋ジストロフィーにおける
筋力評価法や運動機能及び本学出
身の整形外科医，大竹進医師が日
本で初めて神経筋疾患に対して導
入した鼻マスクによる間歇的陽圧

換気（NIPPV）
の普及と研究に
関わることがで
きました。1997年から本院へ
割愛にて赴任し，臨床では投球障
害肩や野球肘，膝前十字靱帯損傷
などのスポーツ障害に関わり，基
礎では社会医学講座の研究生とし
ても９年間在籍し，岩木健康増進
プロジェクトにも10年間関わっ
て参りました。
これからもまだまだ臨床に携
わっていきたいという思いは強く
あるものの，「必要とされるとこ
ろで働く」ということが，これま
で臨床でお世話になってきた方々
への恩返しであり，また私自身の
矜持でもありますので，検査部
門，放射線部門，臨床工学・技術
部門，そしてリハビリテーション
部門の４部門（総数129名）が，
関係する診療科をはじめ関係各位
の信頼に足る専門職として協働で
きるよう，医療技術部長としてこ
れまでの経験を生かし運営して参
りたいと考えております。今後と
も，ご教示ご協力をいただきます
ようよろしくお願い申し上げます。

新任部長の自己紹介
医療技術部長　塚本　利昭

危険な手技として矢面に立たされ
ています。内視鏡手術の利点は，
患者に優しい低侵襲な手術という
点です。しかし，明らかに腹腔鏡
下手術が適応の早期胃がんにおい
ても，開腹手術を希望する患者が
増えているそうです。ダ・ヴィン
チ手術も内視鏡手術の範疇に入り
ますが，内視鏡に比べ操作性に優
れ，患者にもまた術者にも負担が
少ない手技です。高齢社会に入っ
た本邦では，このようなより侵襲
の少ない治療方法を常に考慮する
必要があります。大事なことは，
このような医療技術を施行するに
あたっては，手技の適応，倫理委

員会での審査や医療安全への配慮
などを十分検討するということで
す。極めて基本的なことです。本

院では，今後も基本を忘れること
なく，特定機能病院の使命を果た
したいと考えています。

泌尿器科学講座教授大山先生（左側）と
記念の盾と一緒に
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去る４月23, 24日の二日間に
わたり第53回全国国立大学臨床
検査技師会総会・第15回全国国
立大学病院臨床検査技師長会を本
院検査部が当番校となり，ホテル

ニューキャッスルで開催致しまし
た。この会議は例年５月に開催さ
れておりますが，４月25日に日
本臨床検査自動化学会春季セミ
ナーという全国規模のセミナーを
臨床検査医学講座と検査部で開催
することが決まっていた為，参加
者を増やす目的と日本一の桜を見
ていただきたいとの思いでこの会
期に決定いたしました。開催が近
づくにつれ，開花状況が気がかり
で毎日，ホームページでチェック
しておりましたが，結果的に，こ
の上ないタイミングでの開催とな

りました。会に先立ちまして
藤哲病院長よりご挨拶を賜
り，特別講演として文部科学
省高等教育局医学教育課大学
病院支援室の齋藤雅彦第二係
長より「大学病院を取り巻く
諸課題について」，また検査
部長の萱場広之先生には「大
学病院検査部と地域貢献－感

染制御情報ネットワークの構築
－」との内容でご講演をいただき
ました。また，技師長会では臨床
検査室における ISO15189の取
得に関してや JCCLS共用基準範
囲の採用，臨床検査技師法改正に
伴う検体採取への対応について話
し 合 わ れ ま し た。 特 に ISO15 
189は臨床研究中核病院では必
須事項となり，平成25年７月に
出された厚生労働省医薬食品局審
査管理課からの事務連絡「治験に
おける臨床検査等の精度管理に関
する基本的考え方について」の内
容からしても本院での取得も避け
られないと思われました。会終了
後には希望者による本院検査部の
見学会も行われ盛会裏に終了する
ことが出来ました。ご多忙にもか
かわらずご協力いただきました藤
病院長はじめ総務課，検査部の皆
様に感謝申し上げます。

 （検査部　小島佳也）

総合患者支援センター設置

ＳＣＵ設置及び女性医師支援施設開設竣工式を開催

看護実践活動報告ポスター展示

第₅₃回全国国立大学臨床検査技師会総会
第₁₅回全国国立大学病院臨床検査技師長会を開催

平成27年４月１日，本院は「総
合患者支援センター」を設立致し
ました。このセンターは，医師，
看 護 師， 医 療 ソ ー シ ャ ル ワ ー
カー，薬剤師等様々な職種の構成
員が，地域連携，入退院支援，外
来予約支援業務に携わり，患者情
報を早期に正確に把握することに
よって診療の流れを円滑にし，医
療現場で起こり得る様々なリスク
の軽減と患者サービスをさらに向
上させることを目的としています。

申すまでもなく
本院は県内唯一の
特定機能病院とし
て，そして地域医
療における最後の
砦として高度急性
期医療を担当して
います。この本院
の機能を十二分に
発揮するために患

者さんの退院支援や在宅支援を行
うことを目的に，平成18年に地
域連携室を設置しました。しか
し，第６次医療法改正では，明確
な地域ビジョンが提示される予定
であり，平成26年度の診療報酬
改正では，在宅復帰率が入院基本
料施設基準に組み入れられるな
ど，在宅医療や介護など地域包括
ケアの強化が必要な状況になって
います。そこで，患者さんの入院
から退院，外来通院に至る様々な

支援を効率よく実行できるような
体制を強化するために「総合患者
支援センター」を設置することに
なりました。

総合患者支援センターは，総合
医療相談部門，入退院支援部門，
外来予約支援部門，肝疾患診療相
談支援部門の４つの部門で構成さ
れています。昨年９月に設置準備
委員会を組織して，本年４月の設
立に向けて鋭意準備を進めてきま
した。センター全体としての本格
的な稼働はまだ先になりますが，
業務内容を充実させながら順次活
動の範囲を広げていく予定です。
「総合患者支援センター」は患

者サービスのさらなる向上と効率
の良い地域連携を目指しておりま
すので，皆様のご理解とご支援を
賜りたくお願い申し上げます。

（総合患者支援センター長　大山　力）

弘前大学医学部附属病院では，
平成27年3月30日，かねてよ
り建設中のＳＣＵ（脳卒中集中治
療室）及び女性医師支援施設の完
成を記念して竣工式を執り行いま
した。

両施設は，平成25年度青森県
地域医療再生計画において，脳卒
中医療機能強化整備事業としてＳ
ＣＵ6床の整備が，女性医師等勤
務環境整備事業として女性医師職
場復帰支援施設の整備が策定され

たことにより，青森県から事業費
の一部を補助いただき設置したも
のです。

竣工式では，初めに藤哲病院長
が「両施設の設置により，高度な
医療の提供と充実，女性医師の勤
務環境整備が図られることで，青
森県唯一の特定機能病院として，
また，地域医療における最後の砦
として，今後も努力していきたい」
と式辞を述べ，続いて佐藤敬学長
の挨拶，三村申吾青森県知事が祝

辞（一戸和成青森県健康福祉部長
代読）を述べられました。

引き続き，ＳＣＵ設置及び女性
医師支援施設の設置目的，施設概
要について，大熊洋揮脳神経外科
科長及び藤哲病院長から説明があ
り，その後，場所を女性医師支援
施設に移し，来賓と本学関係者に
よるテープカット，施設見学会が
行われ，両施設の竣工を祝いまし
た。 （総務課）

看護部では，日頃の看護実践の成果を共有し，看護実践力をレベ
ルアップすることを目的として，「看護実践活動報告会」を平成15
年度から実施してきました。平成26年度は「～絆～看護実践の
シェアリング」のテーマに52題の応募があり，報告会を開催しま
した。その中から７題ずつ２週間で入れ替え，計42題を３月18日
から６月９日まで外来診療棟エレベーター前に展示しました。

例年，看護部内のみでの報告会でしたが，患者さんご家族の皆様，
病院職員の方にもご覧いただきたく，初めての試みでした。今後も
看護部の実践を広く皆様にもお知らせしていきたいと思っていま
す。皆様のご助言・ご感想をお待ちしております。 （看護部）

南塘だより第78号をお届けします。原稿をお寄せいただきました皆
様には，心から感謝申し上げます。附属病院の運営には大学本部との調
整が必要で，しばらく時間がかかりましたが，医師の時間外等の手当が
この4月より実施に漕ぎ着けました。金額としてはさほど多くはあり
ませんが，病院の取り組む姿勢として必要な事でしょう。また，待遇と
は別に，機器，環境，人員配置等も重要で，少しずつですが進んでいる
ように思います。
“花燃ゆ”という幕末の長州を舞台としたNHK大河ドラマが放送され
ていますが，変わる事の難しさ，若者の意欲の重要さが伺われます。皆
様方の意欲が増すように病院としても取り組んで行きたいと思います
が，建設的なご意見を頂き，共に更なる発展を目指しましょう！
� （病院広報委員　M.D.）

【 編集後記 】

「看護の日」に寄せて
今年も「看護の日」“看護の心を

みんなの心に”をメインテーマに
５月10日から16日看護週間が
開催されました。

看護の日の制定は，21世紀の
高齢社会を支えていくためには，
看護の心，ケアの心，助け合いの
心を一人一人が分かち合うことが
必要で，こうした心を誰もが育む
きっかけとなるよう，旧厚生省に
より1990年に制定され，市民・
有識者による「看護の日の制定を
願う会」の運動が，きっかけでした。

看護部では，記念行事として
「看護の日のお花」を展示し，今
年は「花のドレス」がエントラン
スに飾られ，色鮮やかな花々のド
レスをまとった淑女が，患者さん
ご家族や病院勤務者を出迎え，見
送り，そして見守っていました。

ライトボックスには，お産に関
連した妊娠速算器，トラウベ（胎
児心音を聴取する器具），骨盤計，
臍帯箱を展示し，助産師の仕事を
アピールさせて頂きました。

恒例となったメッセージカード

は，「太陽と月」をイメージしパ
ステルシャインアートで描かれ，
ほのぼのと温かみのあるデザイン
となり，５月12日に入院患者さ
ん一人一人に看護師たちが，心を
こめてメッセージを書きお渡しし
ました。患者さんから「涙が出そ
うなほどうれしい」「うれしくて
何度も読み返した」など感謝と励
ましの言葉を頂き，今後も，優し
さと思いやりのある，安心・安全
でより良い看護を提供していきた
いという思いを一層強く抱きまし
た。 （第二病棟３階　成田幸子）

平成26年度ベスト研修医賞選考会開催
平成26年度弘前大学医

学部附属病院ベスト研修医
賞選考会が，平成27年２
月19日，医学部臨床小講
義室で開催されました。本
賞は平成16年度の卒後臨
床研修必修化に合わせて創
設された賞であり，今回で
11回目を迎えます。

当日は，あらかじめ卒後
臨床研修センター運営委員会によ
り優秀研修医に選ばれた，佐藤弘
幸先生，高橋和久先生，藤岡一太
郎先生（五十音順）の３名の研修
医が，「ここがポイント！研修医
の心がけ」と題し，自分が研修生
活の中で重視してきた事柄につい
て，一人10分間ずつスピーチを
行ないました。聴衆は学生および
教職員で，スピーチのあと参加し
た学生諸君による投票が行なわれ
ました。投票の結果，藤岡一太郎
先生が平成26年度ベスト研修医
に選ばれました。引き続き表彰式
が行われ，藤岡先生に賞状，純銀
製メダル，記念品が，佐藤先生，
高橋先生には優秀研修医賞として
賞状，楯，記念品が贈られまし
た。その他にも各種特別賞とし
て，柞木田なつみ先生に「ベスト

パートナー賞」，赤石真啓先生に
「レポート大賞」，山中春光先生に
「セミナー賞」，藤岡先生と赤石先
生に「グッドレスポンス賞」が贈
られました。

つづいて懇親会に移り，５年生
から恒例となった「ベスト指導医
賞」の発表が本年も行われ，会場
は大いに盛り上がりました。当日
は58名の学生諸君に加え教職員
も多数の参加があり，教職員，研
修医，学生がみな，この１年の研
修や臨床実習の思い出について心
ゆくまで語り合い盛会裏に終了し
ました。医師は“人と人との絆”の
中でしか育ちませんが，本賞がこ
れからも，研修医・教職員・学生
の絆を強固なものするために貢献
してくれることを期待しています。

（卒後臨床研修センター長　加藤博之）

藤病院長と共に，ベスト研修医賞，
優秀研修医賞の先生方

病院へのご寄附のご案内
 本院では，最先端の医療機器の導入，医療スタッフの

育成，患者サービスの向上・院内環境の整備など附属病院
の運営のために，皆様から寄附金を受け入れています。

 詳しくは，経理調達課経理調達グループ経理担当又は，
外来診療棟１階⑦患者相談窓口までお問い合わせくださ
い。なお，病院のホームページでもご覧いただけます。

（経理調達課）


